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大会記録集完成！
各単位ＰＴＡにお配りしました。

大会実行委員長お礼

スタッフへのお礼（アンケートから）

　スポットライトがぼくたちを照らしている。大会に
参加された方が想像していたよりも多く、一気に緊張
した。
　ぼくたちは、手旗で歓迎の言葉を送り、クライマッ
クスに向かった。
　「Follow Me」の音楽が流れ始めた。手旗を使ったダ
ンス。前に座っておられた方から手拍子が始まり、そ
の手拍子は会場全体に広がっていった。注目が一気に
集まる。手拍子はずっと続いた。会場は最高の雰囲気
となり、最初緊張したことも忘れるほどだった。
　ダンスが終わった後の拍手は、これまでに経験した
ものとは全然違ったものだった。
　この発表をとおして、練習や努力の大切さをもう一
度学んだ。６月の運動会に引き続き、特別講師の若林
先生にお世話になり、当日を迎えた。本当に感謝した
い。すごい大成功だった。本当にいい思い出になった。

・充実した大会でした。あっという間の一日でした。ありがとうございました。スタッフの皆
　さんお疲れ様でした。
・スタッフの皆さん、ありがとうございました。運営準備大変だったと思います。お疲れ様で
　した。とても良い会でした。ありがとうございました。改めて、子どもたちの環境をよくする
　ためにＰＴＡの役割は重要だと思いました。
・スタッフの笑顔と気配りで楽しい時間を過ごせました。ありがとうございました。
・スタッフの皆様、親切にして下さって「おもてなし」の心が伝わってきました。震災があった
　にもかかわらず、本当にすばらしかったです。
・スタッフの対応Ｖｅｒｙｇｏｏｄ　大会運営スムーズだった
・お手伝いのお父さんＰＴＡの数、すごく多くびっくり！！です。うらやましいです。
・朝の誘導から全てにおいて、多数の参加者への配慮が万全に行われていたと思います。あり
　がとうございました。会場もきれいで鳥取の品の良さが人を通して表れていたと思います。

努力の証
　　　 岩美町立岩美北小学校　六年　池内　敦

日本ＰＴＡ中国ブロック研究大会
　　　実行委員長　河上　賀一

　第４６回日本ＰＴＡ中国ブロック研究大会とっとり大会は、多く
の方のお力により無事に開催することができました。実行委員とス
タッフの皆さん、参加いただいた各単位ＰＴＡの会員の方々、実践
発表やアトラクションを始めご関係いただいたすべての皆さんに
感謝申し上げます。ありがとうございました。大会を通じ、私たち自
身が様々なつながりを作りその中で子育てをすることで、子どもた
ちは「ふるさと」を実感し未来へと進むことができるのだと、改めて
実感しました。大会で学んだこと、得たことを各単位 PTA で取り入
れていただき、より充実した活動へとつなげていただくとともに、
子どもたちが自分らしく成長できるよう、鳥取県内の小中学校ＰＴ
Ａが一丸となってバックアップしていきましょう。よろしくお願い
します。

とっとり大会
記念講演
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　一刻も早く子どもたちの日常を取り戻すべく、耐震性のある学校がより安全であること、保護者が仕事で家を空
けることを考慮し、休校することなく学校再開。

　県内市町村教委からはスクールソーシャルワーカーの派遣、兵庫県教委から震災・学校支援チームの支援を受け
子どもたちの心のケアにあたった。

 ・学校給食センター被災に伴い、パンと牛乳の簡易給食開始、食中毒を心配しながらも温かい食事を子どもたちに
食べさせてやりたいという思いから炊き出しを許可。
 ・継続的に温かいものを食べさせたいとの思いに対し、県教委が間に入り、近隣の三朝・湯梨浜・北栄・琴浦町の
給食センターから副食（汁物）を１日３～４校ずつ配送。
 ・弁当持参となってからは、短大調理給食、業者の弁当給食（２月からは２業者）を追加し、保護者の負担軽減を図っ
た。この時、配食車・配食数・調理可能食数・弁当日（兄弟関係があるのでなるべく中学校区で指定）等を考慮し、パ
ズルのような配食計画作成。

 ・体育館が避難所となったり、使用不可となったりした学校でもそれぞれ工夫して学習発表会・文化祭を開催し子
どもたちの成長の糧となるようご指導いただいた。
 ・「地震が私に教えてくれたこと」と題した児童が書いた作文では、何事も前向きにとらえている子どもの言葉に明
るい未来を感じ、日々の教育の賜物と実感。 【※倉吉市教育長ＨＰに掲載】

次回は広島県福山市で！
・開催日時・　平成２９年１１月１１日（土曜日）１０:００～開会式
・会　　場・　福山緑町公園屋内競技場　ローズアリーナ
・記念講演・　講師　明治大学文学部　齋藤　孝　教授
　 　　　　　 演題　「人間関係をつくるコミュニケーション力」

大会スローガン「咲かせよう  心の花を！
～寄りそおう子どもの心に、見直そう大人の心を～」

次回「第47回日本ＰＴＡ中国ブロック研究大会
 広島県ふくやま大会」に参加しましょう！！

　ー パネルディスカッション ー
　 　　テーマ「心がつながるコミュニケーション」
　人工知能・ロボットの出現によって、私たちの子どもの住む世界は大きく変わ
ると言われています。その環境の中で生きていくために必要とされる能力は情報
分析力、問題解決力、そして、コミュニケーション力と言われています。
　このコミュニケーション力を学びに  ふくやま大会に参加しましょう！

『２３５万円を倉吉市の子どもたちの給食に使ってください』
ー鳥取県中部地震における募金を倉吉市教育長にお渡ししました。ー

【学校再開】

【心のケア】

【給　　食】

【震災の経験から学ぶ】

震災支援金贈呈（報告）

皆様ありがとうございました。

教育委員会の対応

　平成２９年１月３１日（火曜日）、倉吉市教育長室にて倉吉市教育長　福井伸一郎様に支援金の目録をお渡ししました。
　倉吉市小中学校の学校給食にかかる支援金として、鳥取県内の小・中学校ＰＴＡ、中国ブロックＰＴＡ協議会からお寄せいただいた２３５万円を役立てていただ
くようお願いをいたしました。この地震で同様の被害を受けた東伯郡のＰＴＡからは全額倉吉市の子どもたちに役立ててほしいとの思いがあったこともお伝えし
ました。
　子どもたちに大きな被害がなかったこと、そして、避難誘導、保護者への引き渡し等、大変なご苦労の中無事保護者のもとに届けていただきましたことに感謝の意
を伝えました。
　また、その後も様々な課題に対して迅速な判断をしていただいたことをお聞きし、改めて倉吉市の子どもたちのために教職員、教育委員会、行政が非常時の対応を
してくださったことに頭の下がる思いでした。
　以下にその対応について記しています。

大呂会長（左）と福井教育長（右）

広島県ふくやま大会ＰＲ隊

大呂会長（左）と福井教育長（中央）、大津学校給食センター所長（右）

祝祝
ー鳥取市立江山中学校PTAー

キャリア教育優良PTA文部科学大臣表彰
Ｑ１ この表彰の趣旨は？

Ｑ２ 表彰の対象は？

　「キャリア教育の充実発展に尽力し、顕著な功績が認められる教育委員会、学校及びＰＴＡ団体等について、その功績をたた
え、文部科学大臣が表彰することにより、キャリア教育の充実を促進することを目的とする。」と謳っています。

近藤ＰＴＡ会長より
　これまで毎年恒例行事のように
当たり前に取り組んで来たことが、
文部科学大臣表彰を受賞しうれし
く思います。小さな中学校の小さ
な取組が、このように大きく評価
されたことは、我 Ｐ々ＴＡにとって
も自信とやる気につながりまし
た。学校現場との連携を重要視し
ながら、これからもこの活動を伝
統的に受け継ぎ、生徒たちの夢の
実現につなげて行きたいと思いま
す。

　ＰＴＡ団体としては、『継続的にキャリア教育の充実、推進のために協力するなど、顕著な功績が、認められるＰＴＡ団体等』であり、
① 学校の教育活動に積極的に関わり、キャリア教育の充実に寄与しているＰＴＡ団体等
② 教育委員会及び学校がキャリア教育を円滑に推進するため、職場体験の受入先の確保
　等、２年以上継続的に学校に協力し、推進体制の整備に積極的な活動を行っているＰＴＡ団体等　との規定があります。

Ｑ３ 顕著な功績って？
　江山中学校ＰＴＡは、平成１１年鳥取市教育委員会が取り組みを始めた“地域で学ぶ職場体験活動（「ワクワクとっとり」）”を実
施するにあたり、ＰＴＡ役員と体験活動を行う中学校２年生の保護者を中心に、職場体験の受入先の事業所確保を学校と協力して現
在も行っています。
　職場の受入先の継続と新規開拓に向け、「ワクワク江山推進協議会」（構成員：ＰＴＡより会長１名、副会長２名、第１学年及び次
年度第２学年の学年委員６名、学校から校長１名、学年担当２名、計１２名）を実施前年度２月に設置し、希望職種（事業所）希
望調査の結果をもとに調整を行っており、ＰＴＡの取組として引き継がれ伝統となっています。
　３月中を目安にＰＴＡの９名が分担して前年度受入の約２０の事業所へ足を運び、趣旨説明と継続受入のお願いをしています。中
学２年の約２０名の生徒が、希望に添った事業所で職場体験できるよう、校区外の新規事業所開拓にも自発的に取り組んでいます。
　この活動が、一人一人の自立を促し、意欲的に取組む職場体験となるよう、１事業所には少人数の受入れをお願いしています。
このことにより、生徒へのきめ細やかな指導をしていただくことが出来、生徒の積極性や自発性を引き出す取り組みへとつながっ
ています。




